高等学校情報技術科　学習指導案

平成１８年１０月０４日（水）第４校時

教室　プログラミング室

実習生　　　　○○○○○
指導学級　１年○組○○名

1． 学習単元　第１章－第２節「オームの法則」③直列接続・並列接続　P.11～16

指導計画　第1章－第２節「オームの法則」

1 オームの法則



１時間

2 電圧降下



１時間

3 電池の接続法と内部抵抗（１）

１時間

4 電池の接続法と内部抵抗（２）

１時間

5 抵抗の直列接続・並列接続

１時間（本時）

6 抵抗の直並列接続


１時間

7 キルヒホッフの法則


２時間

単元全体について

第1章－第2節「オームの法則」では電気回路中の電圧・電流・抵抗のうち二つ以上の値が解れば、残る一つの値も解るというオームの法則を最初に抑える。次に電源の電流・電圧に関する部分として電池の内部抵抗について学び、そこから電池の直列接続・並列接続という接続方法について学ぶ。その後、抵抗に注目して複数の抵抗を直列接続・並列接続・直並列接続させた時の合成抵抗の値を求める方法を学ぶ。最後にこれまでのことをふまえて回路網の電流値・電圧値を求めるためのキルヒホッフの法則による計算方法を学ぶ。

本時について

直列接続の合成抵抗と並列接続の合成抵抗の求め方を説明する。複数の抵抗を任意に繋ぎ合わせる事で合成抵抗となる事を説明する。接続方法の１つである直列接続の合成抵抗の値を求める方法を説明し、練習をする。その後、並列接続に関する説明をし、直列接続と同様に練習問題を行う。
本時の指導目標

· 抵抗を繋ぎ合わせた場合、抵抗の値が変化する事を理解する。

· 抵抗の直列接続と並列接続の合成抵抗、抵抗にかかる電圧、抵抗に流れる電流の違いについて理解する

評価の観点と方法

· 説明を聞いている時の態度や演習時の取り組む姿勢，発問に対する態度（授業参加度）

· 学期中間テスト・期末テスト（理解度）
2． 生徒観　　専門授業のみの特別編成クラスなので、生徒がクラスごとのグループに分かれ、全体的なまとまりに欠けている。しかし真面目な生徒が多いため授業は真面目に取り組んでいる。

3． 使用教材　教科書（生産システム技術　実教出版）
　　　プリント（穴埋めプリント１枚）

パワーポイント

4． 授業展開

	授業展開
	学習内容
	生徒の活動
	教師の活動

	導入

（５分）


	1． 本時の内容について（本時の内容である「合成抵抗とは」，「直列接続・並列接続の合成抵抗」について説明を聞いて理解する。）


	1． 手元の資料と見比べながら今日の内容を確認する。


	1． 本時の内容について題目を出し説明する。いくつ題目があるかを生徒に説明する事で本時の内容の気構えを持たせる。

	展開

（４０分）


	2． 合成抵抗についての説明

（パワーポイントを用いての説明を聞き、直列・並列・直並列の抵抗接続方法について理解する。またその時にプリントの抵抗接続に関する部分の穴埋めをし、理解を深める。）

【５分】

3． 直列接続の合成抵抗

（パワーポイントを用いての説明を聞き、直列接続の電流の流れを理解し、その場合の電圧降下・分圧についても理解を深める。その後、直列接続時の合成抵抗値を求める式の説明・練習を行う。）

【１５分】

4． 並列接続の合成抵抗

（パワーポイントを用いての説明を聞き、並列接続の電流の流れを理解し、その場合の分流などについても理解を深める。その後、並列接続時の合成抵抗値を求める式の説明・練習を行う。）

【２０分】
	2． 抵抗の接続方法についての説明を聞き、接続方法に関する穴埋めを行う。

3． パワーポイントを見ながら直列接続の合成抵抗について説明を聞き、プリントの穴埋めをする。その後練習問題を解く。

4． パワーポイントを見ながら並列接続の合成抵抗について説明を聞き、プリントの穴埋めをした後に練習問題を解く。
	2． パワーポイントを用いて合成抵抗について説明する。その際にパソコン側にだけ眼が向かないようにパワーポイントを進める時以外は生徒の方をよく見て授業を進める。

3． パワーポイントを用いて直列接続の合成抵抗について説明する。直列接続では分圧が起きるので分圧を重点的に説明する。また練習問題を実施中は机間巡視を行う。

4． パワーポイントを用いて並列接続の合成抵抗について説明する。並列接続では分流が起きるので分流を重点的に説明する。合成抵抗の求め方が直列接続より難しいので説明を細かくする。また練習問題を実施中は机間巡視を行う。

	まとめ

（５分）
	5． まとめ

（合成抵抗値と直列接続時の電圧降下・分圧、並列接続時の分流を確実に覚えられるようにパワーポイントとプリントで再度理解を深める。）
	5． 本時の内容に関するプリントとパワーポイントを見比べながら本時のまとめとして指された生徒は質問に答える。
	５．パワーポイントで合成抵抗値を求める式と分圧・分流に関する式を穴抜けした状態で表示する。穴抜け部分を生徒に答えさせる事で生徒に本時の内容の確認作業をするように促す。


